
公共施設のコスト計算書

【施設】 鉄骨造・３階　敷地面積２，５００㎡、延床面積２，７２１㎡

インキュベート工房、ＥＭＣ総合試験施設（大型・小型電波暗室等）

【職員の状況】

指定管理者職員　　５名（うち２名はFROM香川兼務）

●県債残高（H31.3.31現在）

【行政コスト】 平成 30 年度 (千円） 千円

（インキュベート工房入居企業数）

(EMC総合試験施設利用企業数）

●コスト指標

【収入項目】 (利用１企業当たりのコスト）

●コスト縮減、利用向上に向けた取組み状況
施設の利用者に対し、こまめに節水・節電などの呼びかけを行うことにより経費の節減に努めた。
指定管理者のホームページ等への掲載、企業訪問などによりインキュベート工房の入居者募集を行った。また、指定管理者のホー
ムページでEMC総合試験施設の紹介及び予約状況を掲載するとともに企業を対象に、施設の周知説明会等を行った。
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施設運営方法 全部委託：指定管理（（公財）かがわ産業支援財団）
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設置目的 企業等の技術の高度化や新分野進出等を支援することにより、本県の産業の振興を図る。

項目 増減前年度

1,722,336千円

640,740千円

154,596千円

927,000千円

施設の種類 産業支援施設 施設設置根拠 香川県新規産業創出支援センター条例

施設名 香川県新規産業創出支援センター（ネクスト香川）

所在地 高松市林町２２１７－４４ 供用開始年度 平成１１年度

電磁波特性試験手数料

整備事業費

インキュベート工房使用料

電波暗室使用料

会議室使用料等

県債

国庫支出金

一般財源

7社

施設の概要

電磁環境試験成績書発行手数料

使用料

1,540～3080円／㎡

2,240～35,130円／時間

110円～1,540円／時間

4,850円～30,160円／通

410円～21,600円／通

利用料金

6社

H28 延べ212社

H29 延べ147社

338,876

●利用の状況

H28 4社

H29

H30 306,036円

H30 延べ245社

H28 344,917円

H29 517,974円

H30

行政コスト計算書
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平成28年度

平成29年度

平成30年度

使用料等 228,167円 県負担額 114,898円

行政コスト 344,917円

利用１企業当たりのコスト負担の状況

その他収入1,852

使用料等 384,266円 県負担額 133.708円 その他収入 0円

行政コスト 517,974円

使用料等 203,530円 県負担額 102,506円 その他収入0円

行政コスト 306,036円


